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第47回 南小国町駅伝大会・スポーツレクリエーション大会
　２月 18 日（日）に第 47 回南小国町駅伝大
会・スポーツレクリエーション大会（南小国
町・南小国町スポーツ協会主催）が開催され
ました。
　当日は気持ちよく晴れ渡った青空の下で選
手たちが町内を駆け抜けました。15 組が参
加した今回の大会は各チームがそれぞれの宣
言タイムに向けて力強い走りを見せました。

　駅伝大会終了後には、市原小学校体育館でスポーツレクリエーション大会が開かれまし
た。大会に参加したチームが「ニチレクやつしろ」、「アジャタ」というスポーツで競い合
い、盛り上がりを見せていました。
　全ての競技が終了した後には、南小国ボランティア連絡協議会（なずなの会）の方々か
らだご汁が振る舞われました。

○総合の部（実走タイム）
優勝　馬場チーム（38分04秒）
○小・中学生宣言タイムの部（タイム差）
中学生　Teamゆかいな仲間達（2分43秒）
小学生　総スポフラワーズ（2秒）

優勝した馬場チーム

アジャタアジャタアジャタアジャタ ニチレクやつしろニチレクやつしろ
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　上島キミ子さん（和田上）は、
地域における社会教育活動を推進するため、多年にわたり
社会教育の振興に尽力され、その功績から文部科学大臣よ
り表彰を受けました。
　上島さんは現在も、学校での読み聞かせボランティアや
茶道クラブの指導、放課後子ども教室での児童の見守り等
の活動を継続されており、「読み聞かせの際の子ども達の
目の輝きや、感想を発表してくれるのがうれしい」と読み
聞かせボランティアの活動についてお話してくださいまし
た。
　受賞、誠におめでとうございます。

社会教育功労者表彰

　元南小国町議会議員の下城信
朝さん（落見）が多年にわたり地方自治の伸展に尽力した
功績により旭日単光章を受章されました。
　下城さんは、平成７年５月１日から平成 19 年４月 30
日までの間を南小国町議会議員として、自身の農業の経験
を生かした地域農業の振興や教育行政、建設行政の振興発
展に尽力し、地方自治の確立と振興及び本町の行財政改革
に大きく貢献されました。
　受章、誠におめでとうございます。

　扇牧野組合（瀬の本高原）で
野焼きが行われました。
　野焼きは、冬の枯れ草を焼
き、新しい草の芽立ちを助ける
とともに、低木を除去し草原を
維持するための作業です。焼か
れた草原は１か月程で芽吹きは
じめ、来月には一面が草原にな
ります。

旭日単光章受章

野焼き

２月19日（月）

２月18日（日）

２月16日（金）

今回受章された下城信朝さん今回受章された下城信朝さん

写真左：上島キミ子さん写真左：上島キミ子さん
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りんどうヶ丘小学校雪滑り

まちづくり懇談会

能登半島地震への寄附金

市原保育園お茶会

　りんどうヶ丘小学校で雪滑りが行われました。
児童達は 15㎝積もった雪に足を取られながらも、
そりを持って坂を上り、誰が最初に下まで滑れる
かの勝負をしたり等、楽しそうに雪滑りを行って
いました。

　役場きよらホールで、まちづくり懇談会が開催さ
れました。
　懇談会は、近年の町の取り組みやこれからのまち
づくりについての説明を行い、町民の皆さんのご意
見・ご提言をいただくことを目的に開催されました。
　近年はコロナウイルス感染症感染対策のため開催
ができず、今回は、平成 29 年以来の開催となりま
した。
　懇談会は、髙橋町長の挨拶のあと、役場執行部か
ら各課局の主要事業の説明を行い、その後、ご参加
いただいた町民の方々から農協跡地の活用方法、小
学校統廃合、農地保全、道路整備など、まちづくりに関する様々なご意見やご提言をいただきました。
　役場きよらホール以外でも、満願寺分館・元気プラザ中原・べっちん館で開催されました。
　今後も懇談会の開催を計画しておりますので、まちづくりへの積極的なご参加をお願いいたします。

　南小国町建設業協会から能登半島地震への寄附金が贈られまし
た。
　代表の合原理樹さんは、「熊本地震の経験から寄附だけでも」
との思いから寄附金を贈呈されたとのことでした。
　南小国町建設業協会は毎年、町道補修ボランティア活動や廃棄
物処理、安全ベストの贈呈など南小国町の安全面に貢献していま
す。

　市原保育園でお茶会が行われました。
　園児達は、６月からお稽古を始め、最初は失敗を繰り返しなが
らもお茶を上手にたてれるように成長したようでした。
　本番では、緊張しながらも、練習の成果を保護者に見てもらう
ために丁寧にお茶をたて、保護者の「美味しい」という声に笑顔
を見せていました。
　お茶会は町内の３保育園で開催されました。

１月24日（水）

２月７日（水）

２月５日（月）

２月15日（木）
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「
大
谷
選
手
あ
り
が
と
う
」

　

大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
か
ら
日
本
の
全
小
学
校
に
贈
ら
れ
た

子
ど
も
用
グ
ラ
ブ
の
贈
呈
式
が
、
１
月
11

日（
木
）に
本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
贈
呈
式
で
は
、
小
学
部
の
児
童
に
加

え
て
、
中
学
部
や
高
等
部
の
生
徒
の
数
名

が
、
交
代
し
な
が
ら
届
い
た
グ
ラ
ブ
を

使
っ
て
早
速
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
か
ら
休
み
時
間
に
野
球
を
楽

し
ん
で
い
る
児
童
生
徒
も
い
る
本
校
で
す

が
、
今
回
の
贈
呈
式
を
き
っ
か
け
に
、
野

球
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
興
味
の
高
ま
り
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
中
学
部
校
外
学
習
」

　

１
月
17
日（
水
）に
小
国
町
の
黒
渕
に
あ

る
「
坂
本
善
三
美
術
館
」
に
行
き
ま
し

た
。
坂
本
善
三
は
小
国
出
身
の
画
家
で

「
グ
レ
ー
の
画
家
」「
東
洋
の
寡
黙
」
と
称

さ
れ
る
抽
象
画
家
で
す
。
美
術
館
で
は
好

き
な
作
品
を
選
ん
で
発
表
し
た
り
、
古
布

を
使
っ
た
コ
ー

ス
タ
ー
作
り
を

し
た
り
し
ま
し

た
。
美
術
館
で

作
品
を
堪
能
し

た
後
は
、
小
国

町
の
お
店
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て

学
習
す
る
た
め
、

「
源
来
軒
」
で
昼

食
、そ
の
後
「
チ

エ
ズ
コ
ー
ヒ
ー
」

で
デ
ザ
ー
ト
や

飲
み
物
な
ど
、

み
ん
な
好
き
な

物
を
楽
し
み
な

が
ら
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

　

１
月
16
日（
火
）か
ら
19
日（
金
）ま
で
、

２
年
生
が
東
京
と
長
野
へ
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
１
日
目
は
熊
本
か
ら
東
京
へ

飛
行
機
で
向
か
い
、
各
班
で
東
京
自
主
研

修
を
行
い
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
２
日

目
と
３
日
目
は
、長
野
へ
移
動
し
、ス
キ
ー

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
ス
キ
ー
を

す
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、「
ま

だ
滑
り
た
い
」
と
い
う
生
徒
が
多
く
い
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
北
里
研
究
所
で
北
里

柴
三
郎
博
士
に
つ
い
て
の
話
や
研
究
所
内

の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
は
「
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
聞
け
て
良
か
っ

た
。」「
自
分
も
目
標
を
持
っ
て
頑
張
り
た

い
。」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 　

２
月
５
日
（
月
）、
２
年
生
は
総
合
的

な
探
究
の
授
業
で
、
学
校
横
断
型
探
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
校

横
断
型
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
規

模
高
校
を
対
象
に
、
連
携
授
業
や
放
課

後
交
流
、
先
生
同
士
の
情
報
交
換
、
メ

タ
バ
ー
ス
探
究
相
談
室
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
神
奈

川
県
の
第
一
学
院
高
等
学
校
、
茨
城
県

の
小
瀬
高
校
、
埼
玉
県
の
越
生
高
校
と

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
互
い
に
意
見
を
交
換
し

て
、
大
学
生
や
社
会
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
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南
小
国
町
プ
レ
ゼ
ン
大
会

　

２
月
３
日（
土
）き
よ
ら
ホ
ー
ル
で
、
南

小
国
町　

小
・
中
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
下
城
大
機
さ
ん
、
井
琉
夏
さ

ん
、
太
田
冬
姫
さ
ん
、
梅
木
颯
真
さ
ん
が

学
校
代
表
と
し
て
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
民

泊
農
業
体
験
、
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
で
学
ん

だ
こ
と
、
そ
し
て
考
え
調
査
し
た
こ
と
を

プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
。
資

料
を
分
か
り
や
す
く
構
成
し
、
身
振
り
手

振
り
を
交
え
て
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
発

表
で
し
た
。
校
内
で
は
、
会
場
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
映
像
を
視
聴
し
、
自
分
た
ち
が

暮
ら
す
南
小
国
町
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

県
劇
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

　

２
月
、
本
校
に
お
い
て
「
県
劇
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
県

劇
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
と
は
、
熊
本
県

立
劇
場
が
市
町
村
と
共
催
し
、
小
中
学
校

や
福
祉
施
設
な
ど
へ
演
奏
家
を
派
遣
し
、

出
前
授
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
校
で
は
学
年
ご
と
に
実
施
し
、
熊
本

県
出
身
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者　

春
日 

香
南
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト　

吉
田
秀
晃
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
の
合
間
に
曲
の
背
景
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
い
た
だ
け
る
た
め
、
曲
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
演
奏
な
ら
で
は
の
臨
場
感
、
プ
ロ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
息
づ
か
い
や
美
し
い

音
色
に
心
奪
わ
れ
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
た
時
間
で
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

新
刊
図
書
紹
介

　

２
月
は
、
町
の
図
書
室
に
13
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
常
備
菜

②
い
ら
い
ら
ば
い
ば
い

③
き
み
の
こ
と
が
だ
い
す
き

④
異
種
最
強
王
図
鑑

　

闇
の
王
者
決
定
戦
編

⑤
村
上
さ
ん
ち
の
朝
ご
は
ん

⑥
楽
園
の
犬

⑦
家
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と

⑧
風
に
立
つ

⑨
夜
明
け
の
は
ざ
ま

⑩
合
唱　

岬
洋
介
の
帰
還

⑪
八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

⑫
と
も
ぐ
い

⑬
東
京
都
同
情
塔
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今
月
は
、
中
原
小
学
校
の
活
動
の
様
子
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

中
原
小
学
校
で
は
、
毎
年
小
国
支
援
学
校

と
相
互
に
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
る
『
花
の

交
流
会
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
会

も
今
年
で
27
回
目
で
し
た
。

　

本
年
度
の
１
回
目
は
、
６
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
国
支
援
学
校
小
学
部
か
ら
８

名
の
お
友
だ
ち
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
玄
関
の
前
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
花

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
お
互
い
に
協
力
し
て

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
体

育
館
に
場
所
を
移
動
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
考
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
紙
芝
居
を
し
た
り
、
ク
イ
ズ
を
し
た
り

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で

見
送
り
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
名

残
惜
し
そ
う
に
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
12
月
14
日
に
中
原
小
全
児
童

で
小
国
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
初
に
小
国
支
援
学
校
の
小
学
部
の
学
習

の
様
子
を
映
像
で
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ボ
ッ
チ
ャ

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
原
小
の

子
ど
も
は
「
支
援
学
校
の
友
だ
ち
が
投
げ
る

と
き
は
、
中
原
小
の
友
だ
ち
が
投
げ
や
す
い

よ
う
に
、
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
う
ま
く
投

げ
ら
れ
た
時
に
は
、
み
ん
な
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
喜
び
ま
し
た
。
映
像
で
、
支
援
学
校
の

友
だ
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
感
想
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
た
だ
交
流
を
し
て
仲
良

く
な
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
交
流
及
び
共
同

学
習
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
障
が
い
の
な
い

子
ど
も
、
あ
る
い
は
地
域
の
障
が
い
の
あ
る

人
と
が
触
れ
合
い
、
双
方
に
と
っ
て
も
、
経

験
を
深
め
、
社
会
性
を
養
い
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
と
と
も
に
、
お
互
い
を
尊
重
し
合

う
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
『
花
の
交
流
会
』
の
他
に
も

今
年
は
居
住
地
校
交
流
事
業
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
特
別
支
援
学
校
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
の
小
・
中
学
校
に
行
き
一
緒
に
学
習
や
行

事
に
参
加
す
る
学
習
で
す
。
地
域
の
同
世
代

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
等
を
通
し
て
、
地

域
で
の
生
活
の
基
盤
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
社
会
の
中

で
、
共
に
助
け
合
い
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、
思
い
や
り
の

心
を
育
て
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
中
原
在
住
の
小
国
支
援
学
校
に

通
う
２
年
生
の
女
の
子
が
、
中
原
小
の
同
級

生
と
一
緒
に
図
工
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
協
力
し
て
、
液
体
粘
土
を
使
っ
た

絵
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
一

緒
に
勉
強
し
た
い
」「
休
み
の
日
に
一
緒
に
遊

び
た
い
」
な
ど
、
保
育
園
ま
で
一
緒
に
過
ご

し
て
い
た
お
友
だ
ち
と
久
し
ぶ
り
に
一
緒
の

教
室
で
学
習
し
て
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

文
部
科
学
省
も
、「
児
童
が
障
が
い
の
あ

る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
と
そ
の
教
育
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
同
じ
社
会
に
生
き
る
人

間
と
し
て
、
お
互
い
を
正
し
く
理
解
し
、
共

に
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
場
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。」
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
長
い
間
、
特
別
支
援
教
育
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
中
原
小
学
校
の
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。（
楠
田
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

238

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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　「第５回プレゼンテ－ション大会」が、２月３日（土）、きよらホ－ルを会場に開催され
ました。13名の児童生徒が町づくりについての自分の主張をプレゼンテ－ションしまし
た。紹介致します。

「ポイ捨てを
　　　無くそう」

ポイ捨てを減らすための
取り組みを考えました

４年 髙村 一心 さん

南小国町って
 よかとこばい！

南小国町の良さをもっと
知って欲しいと思いました

４年 宇都宮 新 さん

知ってほしい
 南小国町の食材

旅館では南小国町の食材を
提供しています。知って欲しい！

４年 山内 孝仁 さん

ほんとうの思いやりって何
だろう？

「思いやり」と思ったことが
うまく伝わらない時がある

２年 浅野 姫愛星 さん

おぼえる
    大さくせん

大事なことをつい忘れてしま
います。対策を考えました

２年 松丸 美海子 さん

がんばるパパとママを見て

パパとママにとってタオル
ほしが大変でした。アイ
デアを考えました！

２年 堀川 瑛菜 さん

観光業の継続で南小国を
豊かに

観光業が途絶えないよう
にアイデアを考えました

６年 漣  櫻 さん

10 年 20 年後も笑顔が
あふれる南小国町へ

自分の将来の夢から町の笑
顔が増える方法を考えました

６年 本田 結花 さん

小国杉を活用して、よりよ
い南小国町へ

働きがいのある「建築士」
になって空き家を活用したい

６年 鞭馬 麗華 さん

南小国町の農業を続ける
ために

民泊農業体験での課題に
ついて対策を考えました

中学１年 下城 大機 さん

南小国町の魅力を発信～
町の人口を増やすには～

「耕作放棄地」対策に、人
口増加の方法を考えました

中学１年 井 琉夏 さん

まちインタ－ンを通して考
えたこと

下城きのこ園での魅力ある商
品開発のチャレンジを発表

中学２年 太田 冬姫 さん

まちインタ－ンを通して考
えたこと

きよらカアサでの集客数を上
げるためのチャレンジを発表

中学２年 梅木 颯真 さん

「プレゼンテ－ション大会の審査員」
□ 井上 則臣 様（町議会議長）
□ 安部 千尋 様（SMO 未来づくり事業部長）
□ 河津 頼子 様（町民課長）
□ 松岡 　洋 様（税務課長）
□ 井芹 伸也 様（中原小学校長）
□ 前田 博治 様（南小国中学校長）

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（11）　　文責：岩切
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３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　

日
本
で
は
、
毎
年
２
万
人
を
超
え
る

方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
殺

死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺

者
数
）
は
主
要
先
進
７
カ
国
の
中
で
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る

と
き
に
は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
る
の
で
、
ご
相
談
の
窓
口

を
選
ん
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
電
話
で
話
し
た
い

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
事
情
や
年

代
、
電
話
で
き
る
時
間
な
ど
に
合
わ
せ

て
選
べ
る
電
話
相
談
窓
口
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

♯
い
の
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ

☎
０
１
２
０（
０
６
１
）３
３
８

水
・
木
曜
日（
６
時
～
24
時
）以
外
は
24
時
間
対
応

♯
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）24
時
間
対
応

♯
熊
本
い
の
ち
の
電
話

☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

24
時
間
対
応

♯
い
の
ち
の
電
話

☎
０
１
２
０
（
７
８
３
）
５
５
６

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）

毎
日
16
時
～
21
時　

毎
月
10
日
24
時
間
対
応

♯
熊
本
県
こ
こ
ろ
の
悩
み
電
話
相
談

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

（
９
時
～
16
時
）

☎
０
５
７
０（
０
３
０
）５
５
６

（
平
日
18
時
～
翌
９
時
・
土
日
祝
24
時
間
対
応
）

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
し
た
い

　

電
話
で
相
談
し
づ
ら
い
方
に
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
な
ど

で
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

♯
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
フ
リ
ン
ク

♯
東
京
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

ス
ク
エ
ア

♯
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ

24
時
間
３
６
５
日
、
誰
で
も

無
料
・
匿
名

♯
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
～
20
代
の
女
性
の
た
め
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
ろ
う
！

　

人
は
誰
し
も
が
落
ち
込
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
身
近
な
人
や
大
切
な

人
が
落
ち
込
ん
で
い
た
ら
と
て
も
心
配

に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
元
気
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
、
で
も
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
と
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

〇
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
を
か

け
て
あ
げ
ら
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。
特

別
な
研
修
や
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
り
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、
優
し
く
声
を
か
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
声
を
か
け
あ
う
こ

と
で
、
不
安
や
悩
み
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
「
変
化
に
気
付

く
」「
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る
」「
支

援
先
に
繋
げ
る
」「
暖
か
く
見
守
る
」

と
い
う
４
つ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
が
で
き

る
だ
け
で
も
、
悩
ん
で
い
る
方
に
と
っ

て
は
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

３
～
４
月
に
か
け
て
は
卒
業
式
や
入

学
式
、
就
職
な
ど
慌
た
だ
し
い
季
節
で

す
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
は
、
我
慢

を
せ
ず
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

接
種
を
個
別
に
お
勧
め
す
る
取
り
組

み
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い
た
間
に
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
が
い

ま
す
。

・
平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
19
年
度

生
ま
れ
の
女
性

・
過
去
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
合
計
３
回
受
け
て
い
な
い

　

こ
の
２
つ
を
満
た
す
方
が
、
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
、
公
費
（
無
料
）
で
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
回
の
接
種
を
完
了
す
る
ま
で
に
十

分
な
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
接
種

し
ま
し
ょ
う
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、

町
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

マイナ保険証について 小国郷公立病院組合　事務局長　玉飼博之

　2021 年（令和 3年）10月から、マイナ保険証の運用が開始されて
います。マイナ保険証は義務化されることが決定されましたので改め
て、マイナ保険証とはどのようなものか、なぜ導入されたのかについ
て説明します。
　マイナ保険証とは、従来の健康保険証の機能をマイナンバーカード
に組み込んだものです。マイナ保険証を利用するには、マイナンバー
カードを取得したうえで健康保険証としての利用登録を申請しなければなりません。
　マイナ保険証導入の背景についてですが、国民へのより適切な医療の提供を目的に、マイナ
保険証が導入されました。高齢化が進んでくると受診する医療機関は 1か所とは限らず、複数
の医療機関にかかるのがむしろ一般的です。しかし、これまで医療機関の間で、患者の医療情
報を共有する仕組みはありませんでした。お薬手帳での情報共有だけでは、医療機関で患者の
医療情報を把握する負担が生じ、重複した投薬や検査が発生するデメリットもあったのです。
マイナ保険証を導入すれば、医療機関の垣根を越えて医療情報を管理できます。
　マイナ保険証の普及状況ですが、厚生労働省の発表によると、マイナ保険証の登録件数は
2022 年（令和 4年）11月 6日時点で 2,979 万 536 件です。マイナ保険証の登録を完了して
いる人は、まだ国民の 2割強です。
　マイナ保険証は義務化されることが決定しましたが、手続きの手間や個人情報漏えいの心配
などのデメリットから、マイナンバーカードを作るのに消極的な人がおられます。
　ここで、マイナ保険証で考えられるメリットとデメリットについてみてみます。
　メリットとして、病院での受付が簡単、医療機関で薬の情報を確認してもらえる、引越しや
転職してもそのまま使える他、高額療養費制度を
利用する際の「限度額適用認定証」が不要で、医
療費控除の確定申告が簡便になりマイナポータル
から e-Tax に連携し、医療費控除の申告を自動
化することができます。
　デメリットとしては、システムエラーで使えな
くなる可能性や再発行に時間がかかるなどの問題点があります。
　医療機関受診に関してはメリットの多いと思われます。小国郷公立病院組合では、診察券と
の一体化も今後検討していきます。積極的に利用されてはいかがでしょうか？
出典：厚生労働省「マイナンバーカードの健康保険証利用について」総務省「マイナンバーカード交付状況について」

病院代表番号（0967-46-3111）への自動応答装置導入のご案内　　ＩＶＲチーム　長　孝樹
　当院にお問い合わせいただく方々への円滑な対応が出来るよう、令和
６年４月より、病院代表番号（0967-46-3111）に「自動応答装置」を
導入予定です。詳細については追ってご連絡させて頂きますので、何卒
ご理解ご協力の程、よろしくお願い致します。　
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軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
廃
車
・
名
義
変

更
手
続
き
は
3
月
29
日（
金
）ま
で
に
終
わ

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

の
所
有
者
（
登
録
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
他
人
に

譲
っ
た
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
は
、
廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と
そ
の
ま

ま
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
の
手
続
き
は

お
早
め
に
！

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、

全
額
、
四
分
の
三
、
半
額
、
四
分
の
一
の

四
段
階
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
被
保
険

者
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
後
に
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

一
部
免
除
と
な
っ
た
場
合
は
、
残
り
の

納
付
部
分
を
納
め
な
い
と
未
納
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
開
催
日　

４
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　

５
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

６
月
７
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

≪南小国ナンバーの場合≫

車　　種
・原動機付自転車（50cc・90cc・125cc・キックボード）
・農耕用の小型特殊自動車（トラクターなど）

手続き場所 役場　税務課

手続きに　
必要なもの

・軽自動車税廃車申告書兼標識返納書（役場窓口にあります）
・所有者及び使用者が法人の場合は代表者印（個人は不要）
・ナンバープレート
・変更登録する場合は販売証明書や譲渡証明書
　（車体ナンバー、車名、排気量などが分かるもの）

≪熊本ナンバーの場合≫

車　　種
・軽四輪車
・126 ～ 250cc の二輪車

・250cc を超える二輪車

手続き場所
熊本県軽自動車検査協会
熊本市東区東本町 16-3
☎０９６（３６９）７９２０

熊本陸運支局
熊本市東区東町 4-14-35
☎０５０（５５４０）２０８６

手続きに　
必要なもの

・所有者および使用者の印鑑（法人の場合は代表者印）
・ナンバープレート
・車検証　など

※整備工場などに依頼することもできます。（別途手数料がかかります）

12
広報きよら 2024.3広報きよら 2024.3



野
焼
き
に
つ
い
て

野
焼
き
に
つ
い
て

　

野
焼
き
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
通
り
が
か
り
の
方
や
観
光

客
の
方
が
野
焼
き
の
炎
や
煙
を
見
て
火
事

だ
と
思
い
、
消
防
署
に
通
報
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

野
焼
き
を
行
う
際
に
は
、
日
時
、
場
所
、

代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
の
連
絡
を
事
前

に
消
防
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
火
用
具
を
準
備
し
、
火
傷
や

衣
服
へ
の
着
火
に
ご
注
意
下
さ
い
。

出
火
原
因
ラ
ン
キ
ン
グ

出
火
原
因
ラ
ン
キ
ン
グ

　

１
位　
　

タ
バ
コ

　

２
位　
　

た
き
火

　

３
位　
　

コ
ン
ロ

（
令
和
４
年
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

　

以
前
ま
で
出
火
原
因
３
位
は
「
放
火
」

で
し
た
が
、
近
年
コ
ン
ロ
が
原
因
の
火
災

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
半
数
が
、
コ

ン
ロ
の
消
し
忘
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
火
の
取
り
扱
い
、
消
し
忘
れ
に

注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止
！

に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も
に

有
害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

興
味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
い
、

様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
起

因
す
る
犯
罪
被
害
か
ら
守
り
健
や
か
に
育

て
る
た
め
に
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
家
族
で
十
分
話
し
合
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
も
受
け
入
れ
や
す
い
家
庭
の

ル
ー
ル
は
保
護
者
と
子
ど
も
が
話
し
合
っ

て
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、「
○

○
し
な
い
」と
い
う
禁
止
ル
ー
ル
よ
り「
○

○
す
る
と
き
は
～
」
と
い
う
条
件
付
き
に

し
た
方
が
守
り
や
す
い
ル
ー
ル
と
な
り
ま

す
。

　

近
年
、
少
年
が
自
分
の
裸
体
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
さ
せ
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
使
っ
て
送
ら
さ
れ
る
被
害
（
自
画
撮

り
被
害
）
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
少
年
の
裸

体
の
画
像
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
送
ら
せ
る
こ
と

は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の

製
造
に
該
当
し
、
犯

罪
と
な
り
ま
す
。

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

卒
業
・
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
少
年
の
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や

す
く
、
ま
た
、
春
休
み
の
解
放
感
か
ら
家

出
や
非
行
に
走
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
言
葉

や
生
活
態
度
に
注
意
し
て
、
非
行
の
「
兆

し
」
を
発
見
し
た
場
合
、
早
期
に
適
切
な

指
導
を
行
い
、
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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昨
年
11
月
11
～
12
日
に
開
催
し
た
「
八
女
星
の

ま
つ
り
２
０
２
３
」
に
お
い
て
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
加
盟
町
村
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員

と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

物
産
展
を
開
催
し
、東
峰
村
か
ら
「
東
峰
木
工
塾
」

様
に
出
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
店
テ
ン
ト
内
に

は
、
連
合
設
立
の
経
緯
や
活
動
の
意
義
・
目
的
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
物
産
展
を
訪
れ
た

お
客
様
に
美
し
い
村
連
合
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の
カ
ル
ビ
ー
株
式

会
社
よ
り
袋
菓
子
を
提
供
い
た
だ
き
、
会
場
に

て
配
布
し
た
ほ
か
、
祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る

「
餅
ま
き
」
の
景
品
と
し
て
も
活
用
し
ま
し
た
。

配
布
し
た
袋
菓
子
に
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

Ｈ
Ｐ
へ
リ
ン
ク
す
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
貼
付
し
、
連
合
の
活
動
等

の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

星
野
地
区
協

議
会
で
は
、
今

後
も
各
種
団
体

と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
元

の
祭
り
を
は
じ

め
と
す
る
様
々

な
機
会
を
通
じ

て
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。 連合物産展テントの様子（東峰木工塾）連合物産展テントの様子（東峰木工塾）

美しい村連合に関するパネル美しい村連合に関するパネル

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５３１回市（２月８日開催）】

単位：円 /㎥
【杉丸太】 一般材

（直材）
一般材

（小曲材）
一般材

（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 285（本売）
10～13㎝ 550（本売） 500（本売）
14～16㎝ 16,300円 16,000円 10,000円
18～22㎝ 14,200円 13,000円 11,000円
24～28㎝ 15,300円 13,800円 11,000円
30㎝上 14,000円 13,000円 11,000 円

3ｍ

4～9㎝ 110（本売）
10～13㎝ 300（本売）
14～16㎝ 14,800 円 14,200円 11,800円
18～22㎝ 14,100円 13,100円 10,200円
24～28㎝ 13,900 円 8,000 円
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 285(本売）
10～13㎝ 550(本売） #REF!
14～16㎝ 16,000円 11,500円
18～22㎝ 18,900円 17,800円 14,800円
24～28㎝ 15,600円 14,800円

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,065.242 12,457,436 11,694
桧 23.741 317,116 13,357
杉、桧 74.347 705,004 9,483
ナロヒ 1.359 11,353 8,354
合　計 1,164.689 13,490,909 11,583

美しい村を探す～九州・沖縄～
福岡県　八女市星野村

熊
本
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
！

投
票
日　

３
月
24
日（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

■
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
へ

期
日
前
投
票　

３
月
８
日（
金
）～
23
日（
土
）

投
票
時
間　
　

午
前
８
時
30
分　

か
ら　

午
後
８
時

投
票
場
所　
　

役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー

選挙は、政治に参加する大切な機会です。
　　あなたの大切な一票を無駄にしないよう、
　　　　　　　　　　　進んで投票に行きましょう。

■問い合わせ　南小国町選挙管理委員会（役場総務課内）☎（４２）１１１２
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遥
か
な
る
想
い
を
乗
せ
て
ス
リ
ム
着
く　

法　
　
　

水

春
炬
燵
猫
の
気
持
ち
の
よ
く
分
か
り　
　

牛
島　

世
雪

言
い
聞
か
せ
せ
ぬ
が
草
花
春
を
知
る　
　

佐
藤　

浪
子

庭
の
土
盛
り
上
げ
覗
く
蕗ふ

き

の
薹と

う　
　
　
　

北
里　

典
子

ビ
ル
越
え
て
来
る
白
雲
や
臥
龍
梅　
　
　

松
嶋　

五
月

き
の
ふ
よ
り
増
ゆ
る
さ
え
ず
り
朝
の
道　

北
里
里
恵
子

畑
か
け
る
子
と
子
と
子
春
泥
の
靴　
　
　

北　
　

千
鶴

部
屋
寒
し
旅
の
荷
ほ
ど
き
安
堵
か
な　
　

平
野
た
か
子

受
験
生
テ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
夫
と
吾
に　
　

宅
野　

晴
美

【句意】

孫
が
入
試
数
日
前
に
面
接
時
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
て
行
っ
て
く
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

3
月
19
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ

～
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
～

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
法
定
雇

用
率
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
従
業
員
を
40
人
以
上
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
１
人
以
上

の
雇
用
義
務
が
生
じ
ま
す
。
障

害
者
の
募
集
、
雇
用
管
理
等
に

関
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

☎
０
９
６
７（
２
２
）８
６
０
９

管
理
セ
ン
タ
ー
解
体
に
伴
う

不
要
物
品
の
公
売
会
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
に
管
理
セ
ン

タ
ー
を
解
体
す
る
こ
と
に
伴

い
、
不
要
物
品
を
入
札
に
よ
り

処
分
し
ま
す
。

■
期
日　

３
月
中
旬
（
予
定
）

※
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
文
字

放
送
お
よ
び
告
知
放
送
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

3/17(日)～4/14(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

3/17(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科

 3/24(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科

3/31(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

 4/7(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科

4/14(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
全

額
国
費
に
よ
る
接
種
は
３
月

末
で
終
了
し
ま
す
！

　

令
和
３
年
２
月
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
全
額
国
費
負
担
に

よ
る
「
特
例
臨
時
接
種
」
は
令

和
６
年
３
月
31
日
で
終
了
し
、

４
月
以
降
は
、
自
己
負
担
を
伴

う
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
同
様
の
取
り

扱
い
と
な
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
で

ま
だ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
今
月
中
の
接
種
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※「
令
和
５
年
秋
開
始
接
種（
オ

レ
ン
ジ
色
封
筒
）」
は
、
昨
年

９
月
20
日
以
降
１
回
の
み
接
種

可
能
で
す
。

■
３
月
の
接
種
予
定
日

　
（
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
）

○
小
国
公
立
病
院

　
　

３
月
８
日
、
22
日

　
　

午
後
３
時
～
午
後
４
時

○
蓮
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

３
月
12
日
、
26
日

　
　

午
前
11
時
、
午
後
２
時

■
予
約
方
法

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
】

①
予
約
サ
イ
ト
を
開
く

②
接
種
券
番
号
な
ど
必
要
な

情
報
を
入
力
し
、
予
約

【
電
話
予
約
】

①
役
場
町
民
課
に
電
話

②
接
種
券
番
号
な
ど
必
要
な

情
報
を
伝
え
、
予
約

※
直
接
病
院
へ
の
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

役
場 

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
２
月
末
で
閉
鎖

し
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
に
つ

い
て

　

南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和

６
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
役
場
町
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

住
民
健
診
の
申
込
時
に
人
間

ド
ッ
ク
希
望
で
提
出
し
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
連
絡
は
不

要
に
な
り
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
し
た
方

に
は
、
４
月
中
旬
に
詳
細
を
記

載
し
た
案
内
通
知
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場 

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

戸
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、

戸
籍
謄
本
等
を
最
寄
り
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
も
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
人
の
戸
籍
謄
本
等
以
外
に

も
、
配
偶
者
や
直
系
の
父
母
、

祖
父
母
、
子
や
孫
な
ど
の
戸
籍

謄
本
等
も
請
求
で
き
ま
す
。

※
相
続
等
で
複
数
の
本
籍
地
に

係
る
戸
籍
謄
本
等
を
請
求
さ
れ

る
場
合
は
、
本
籍
地
へ
の
照
会

等
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
後
日

交
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

誠
也
様

和
田
上

（
故
）
マ
サ
子
様

鑓
水　

立
夫
様

動
目
木

（
故
）
フ
ユ
子
様

河
津
紀
美
子
様

日
田
市

（
故
）大
塚
ミ
チ
子
様　
中
杉
田
1

甲
斐　

哲

様

上
町
１

（
故
）
和
子
様

（
2
月
16
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

卯
辰
還
暦
会　
様　

立
脇　

良
基　
様　

白
川

中
村　

由
紀　
様　

白
川

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

よ
し
っ
!!

本
当
か
ど
う
か

計
っ
て
み
る
ん
ラ
ヨ

よ
し
っ
!!

本
当
か
ど
う
か

計
っ
て
み
る
ん
ラ
ヨ

寝
過
ご
し
た

　
ん
ラ
ヨ…

寝
過
ご
し
た

　
ん
ラ
ヨ…

３
月
20
日
は

　
春
分
の
日
！

３
月
20
日
は

　
春
分
の
日
！

昼
と
夜
の
長
さ
が

同
じ
に
な
る
日
ラ
ヨ

昼
と
夜
の
長
さ
が

同
じ
に
な
る
日
ラ
ヨ

さ
ん
が
つ

　は
つ

　か

さ
ん
が
つ

　は
つ

　か

ひ
る
ひ
る

お
な
お
な

ひひ

よ
る
よ
る

な
が
な
が

し
ゅ
ん
ぶ
ん

し
ゅ
ん
ぶ
ん

ひひ

ほ
ん
と
う

ほ
ん
と
う

ね

　す

ね

　す

ら
い
ね
ん

ら
い
ね
ん

が
ん

　ば

が
ん

　ば

は
か
は
か

し
ま
っ
た
ん
ラ
ヨ

し
ま
っ
た
ん
ラ
ヨ

…
…来

年
頑
張
る
！

…
…来

年
頑
張
る
！

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

１
／
14
生　

杉す
ぎ　

明あ

か

り
香
里
ち
ゃ
ん

　
（
父
）裕
太･

（
母
）亜
紀　
　

杉
田
下

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

１
／
31　

鑓
水
フ
ユ
子（
87
）動
目
木

２
／
２　

佐
藤
マ
サ
子（
90
）和
田
上

２
／
３　

日
隈
ト
キ
子（
92
）米　

山

２
／
４　

甲
斐
　
和
子（
96
）上
町
１

２
／
10　

大
塚
ミ
チ
子（
91
）中
杉
田
１

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

町の人口
（１月末現在）

世帯数　1,860世
帯

（－６）〈＋68〉
　男　　1,853人

（－３）〈＋７〉
　女　　2,013人

（－５）〈＋16〉
　計　　3,866人

（－８）〈＋23〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

3/
14木

消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

15 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

16 土

17 日

18 月
出張就職相談　13：30～16：00　役場会議室

※前日までに要予約　　　　　　　　　　　
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎0967(22)8178

19 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

20 水 春分の日
みちくさの会　19：00～21：00　さくら荘

21 木
町内３小学校　卒業式
心配ごと相談　10：00～12：00　りんどう荘
消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場
５歳児健診　13：15～　役場別館２階

22 金 町内小中学校　修了式

23 土 町内保育園　卒園式

24 日 熊本県知事選挙　投票日
　投票時間　7：00～18：00

25 月

26 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

27 水

28 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場
1歳児健診　13：15～　役場別館2階

29 金

30 土

31 日

4/
1月

2 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

3 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

4 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

5 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

6 土

7 日

8 月 町内小中学校　始業式

9 火 町内小中学校　入学式
消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

10 水

11 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

12 金

13 土

14 日

町民カレンダー 令和６年 ３月・４月

17
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BIRTHDAY
  H

A
PPY

2月１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

5.2.12生 室
むろ

原
はら

　凜
りん

ちゃん

（父）琢磨さん

（母）かおるさん
矢津田

１さいのおたんじょうびおめでと
う♡たくさん食べて元気いっぱい
大きくなってね！

　令和５年度 企業版ふるさと納税による　　令和５年度 企業版ふるさと納税による　
　　寄附をいただいた企業のご紹介　　　　寄附をいただいた企業のご紹介　　

　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々な地
方創生の取組みを進めています。町の取組みを支援するために、企業の皆様より企業版ふるさと納税に
よる寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につきましては、了承をいただい
た企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
（株）熊本建設コンサルタント 熊本市東区 非公表 令和５年５月
乳菓子屋（株） 熊本市中央区 100,000 円 令和５年８月
（株）三和測量設計社 熊本市東区 100,000 円 令和５年１０月
（株）ダンテック 熊本市東区 非公表 令和５年１０月
（株）スペック 熊本市北区 非公表 令和５年１０月
千代田工業（株） 熊本市東区 100,000 円 令和５年１１月
（株）タヒラ測量設計 熊本市東区 非公表 令和５年１１月
（株）祐水コンサルタント 熊本市東区 非公表 令和５年１１月
三共コンサルタント（株） 熊本市南区 非公表 令和５年１１月
（有）佐藤設計事務所 上益城郡益城町 非公表 令和５年１１月
（有）ウエダホーム 上益城郡御船町 1,000,000 円 令和５年１２月

企業版ふるさと納税寄附金・感謝状贈呈式

　令和５年度の企業版ふるさと納税として、御船町の有限会
社ウエダホーム様よりご寄附をいただきました。
　企業版ふるさと納税とは、国が認定した地方公共団体の取
り組みに対し企業が寄附を行い、社会貢献やまちづくりを応
援する制度です。
　有限会社ウエダホーム様は、多様なニーズに応える戸建型
宿泊施設を南小国町にも建てることを計画しているとのこと
です。
　いただいた寄附金は、地方創生に活用させていただきます。
　この度のご寄附に厚くお礼申し上げます。

１月26日（金）

写真右：有限会社ウエダホーム代表取締役 上田邦明様写真右：有限会社ウエダホーム代表取締役 上田邦明様
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り
ま
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